
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3  https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/uneishien/1297093 .htm
　（最終アクセス日２０２０／９／１０）











7  https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/hatarakikata/1413144 .htm
　（最終アクセス日２０２０／９／１０）
8萬井はこれらの対策がすでに給特法の審議過程において話題とされていたことを指
摘している。
９学校における多職種の協働に関しては、医療福祉分野で蓄積されてきた他職種協働
の社会学からの研究も存在する。これらの研究の知見では、他職種協働は複数の専
門職の業務管轄権が重なり合う状況であり、専門職間の葛藤や交渉が不可避である
ことから、葛藤を乗り越えるための条件整備が重要とされている。とりわけ、医療
福祉分野においては、資格法によって多くの職種の業務独占が明示されているのに
対し、教職員の業務範囲の法的定めが曖昧であり、柔軟な業務調整が可能である反
面、調整に費やす時間や労力が増加する可能性も指摘されている（丸山２０１７）。
１０前節までに取り上げた研究においても、今後の検討課題として教員の専門性の捉え
直しの必要性をあげる研究は多く見られる（例えば、横山（２０１６）、加藤（２０１７）
など）が、本節では教員の専門性の検討を主題とする研究を取り上げる。
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